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 10月23日（土）・24日（日）の２日間，地域住

民の交流を目的とした「ゆいっこセンター祭り」

が，本宮地区活動センターで開催されました。こ

の事業は「本宮地区地域づくり計画」に定められ

たものです。昨年度は中止になりましたが，今年

度は事業主体が本宮地区福祉推進会（長岡利明会

長）に変更されて初めての実施となることから，

新型コロナウイルス感染症対策を徹底することで

開催されました。事業の運営は，地区の青年会議

所・ＰＴＡ・消防団の若手へ協力を依頼したこと

により，多くを若手が担いました。 

 長岡会長は，次年度の開催拡大への意気込みと

あわせて「ゆいっこ

センター祭りを開催

することで地区の協

働のまちづくりの意

識が高まると思

う。」と述べていま

した。 

【本宮地区】 
ゆいっこセンター祭り 

【東厨川地区】 
自主防災会防災訓練 

 10月24日(日)，厨川地区活動センターで，東厨

川地区福祉推進会(佐藤栄一会長)主催の「東厨川

地区自主防災会防災訓練」が行われました。 

 各町内会の防災隊長（町内会長）や隊員など約

60人が参加し，ハザードマップの見方や当地区で

想定される洪水被害について学んだ後，市消防団

航空支援隊によるドローンの

空撮実演を見学しました。当

日は晴天に恵まれ，上空から

撮影したドローン映像で，自

分たちが住む地域をはっきり

と見ることができました。 

 続いて行われた避難者の受入訓練では，感染症

対策に配慮した避難所のレイアウトや導線を確

認。また，パーテーションの組立訓練では，手順

をしっかり確認していないと，素早く作成するこ

とができないことが分かりました。餅や味付きの

ごはん等の非常食の実食では，水を加えるだけで

手軽にでき，しかも美味しいことが分かり，おか

わりをする方もいました。実際に行ってみること

の大切さを実感した訓練でした。  

 10月18日（月）盛岡駅西口

バスターミナル花壇の植え替

え作業が行われました。この

取組は，ＮＰＯ法人 Green 

Fieldsの主催する「コミュニ

ティガーデン講座」の一環として行われたもので

す。盛岡の玄関口として，多くの旅行客が訪れる盛

岡駅西口を，市民の手でウェルカムな花壇にするこ

と，手入れなどに参加する皆さんのガーデンセラ

ピーの場となることが，この講座のねらいです。 

 また，同日盛岡駅前商店街，

盛岡市公園みどり課とともに，

盛岡駅前通りの花壇の植栽も行

われました。 

 同法人代表の吉川三枝子さんは，「作業をしてい

ると，たくさんの方に「お花楽しみにしています」

と声をかけていただきます。今年植えた多くの花は

毎年植え替える１年草ではなく，毎年咲く宿根草が

主体です。市民の皆様にご参加いただき，活動を継

続していきたいと思っております。皆様のご参加を

お待ちしています。」と話していました。 

NPO法人Green Fields  
おもてなし花壇で 花とみどりのまちづくり 

イ ベ ン ト 掲 示 板 

 2021年最後の月に，ホストタウン相手国（カ

ナダ・マリ共和国）と盛岡市の交流について振

り返る展示会を開催します。聖火トーチや各国

ゆかりの品の展示もあります。皆様のご来場

を，心よりお待ちしております。  

 

【日時】 １日目：12月18日（土）11時～16時 

     ２日目：12月19日（日）11時～15時 

【場所】 岩手銀行赤レンガ館 

     （中ノ橋通一丁目２番20号） 

【入場】 無料 

     (イベント会場の１階ホールに限る) 

【その他】各日先着100名様に，本会オリジナ

ル多機能ボール ペンをプレゼント 

【問い合わせ先】 

“世界につながるまち盛岡”市民会議 事務局 

 電話：６２６－７５３５（市民協働推進課内） 

“世界につながるまち盛岡”市民会議 

ｗｉｔｈコロナ ｗｉｔｈホストタウン 
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 つながる 

※地域協働かわらばん”つながるわ”は令和３年度から偶数月発行となりました。 

（ 令 和 ３ 年 1 2 月 発 行 ） 

【盛岡川柳大会】 

 10月16日（土），肴町アーケードにおいて，盛

岡川柳大会オープニングセレモニーが行われまし

た。主催は，盛岡川柳大会実行委員会（内山宏太

郎実行委員長）。このイベントは，岩手大学の行

う「地域課題解決プログラム」の一環で取り組ま

れたものです。同実行委員会の構成員は，肴町商

店街・岩手大学・盛岡市の産学官。コロナ禍にお

ける商店街活性化を目的に企画されました。 

 セレモニーでは，通りすがりの買い物客や演者

の友人，マスメディア各社など多くの人が注目す

る中，岩手大学書道研究室の３年生５名が，優秀

作品５点を音楽と観客の手拍子に合わせて，ダイ

ナミックな筆さばきで書き上げました。  

 本大会に応募された川柳の総数は172作品。う

ち，入選した80作品を岩手大学書道研究室の学生

が１作品ずつ揮毫（きごう）。その後、同大学イ

ンダストリアルデザイン研究室の学生が木版へ

レーザーで刻印し，約60時間かけて完成させまし

た。完成した作品は，アーケード

内に約１月間掲示され，アーケー

ドを訪れる人の目を楽しませてい

ました。 



【発起人】 

肴町商店街振興組合青年部（４S会）  

齊藤 健吾 さん 

【川柳毛筆書体デザイン＆書道パフォーマンス】 

岩手大学 人文社会科学部 芸術文化専修プログラム  

書道研究室（３年） 

【プロジェクト 代表者】 

岩手大学 人文社会科学部 人間文化課程 

教授（デザイン学）  田中 隆充 さん  

 岩手大学では，令和元年度から肴

町商店街においてデザインの力を活

かした商店街の活性化に取り組んでいます。令和２年度は，

「妖怪の足跡を路上に散りばめ，足跡をたどっていくとお店

にたどり着く」という仕掛けをしました。この取組は好評で

したが，多くの人の視線が下に集まってしまったことが反省

点にあげられました。そこで今回は，前を向いて，後ろを向

いて，アーケードの全長約365ｍ全部，楽しめるようにしまし

た。こういった取組をすることで，地域の新しい魅力に気づ

いてほしいと願っています。 

 普段の作品発表の場は展覧会な

ので，書を地域の活動に活かせるのは嬉しいで

す。セレモニーの直前には，書く時のタイミングを

合わせるため，授業の合間に，みんなで集まって自

主練習を行いました。今回のプロジェクトは，川柳

を詠んだ方との共同作業になるので，川柳に込めら

れた想いを表現できるよう，字体やバランスなどを

工夫しています。お気に入りの作品に出会ってもら

えると嬉しいです。 

想いをつなぐ 

 肴町商店街振興組合青年部（４Ｓ会）は，肴町

商店街を中心とした若手経営者や有志の集まりです。コ

ロナ禍の影響により売上や来街者の減少はもちろん，各種イベント

や催しの中止により，商店街を向上するための活動がやりたくても

できないといったジレンマを抱え精神的にも暗い影を落としていま

した。そんな状況だからこそ，日々の行動の中にクスリと笑いが生

まれるエッセンスや，直接会わなくても人と人とがつながりを感じ

られる状況を作る事こそが，商店街の人々や来街者の気持ちを明る

い方向へ導くことにつながるのではないかと感じています。 

   令和３年度新たに３団体が認定されました！ 

 

 「被災者支援」，「子ども支援」，「コミュニティ食

堂」，「居住支援」の４つの事業を手掛け，人と人をつな

ぐ拠点となる居場所づくりを展開しています。 

 その中でもコミュニティ食堂は多種多様な人々が集まる

場所として，世代間交流を始め，地域住民・企業・個人，

性別の差などを気にせず食を通じて交流し，地域住民が

ホッとする居場所の提供を実現しています。 
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「元気なコミュニティ特選団体」とは？ 

 人口減少・少子高齢化に向き合い，地域力の強化に取り組む県内のモデルとなる団体で，年１

回，岩手県が選定しています。 

 対象となるのは，町内会・自治会などの地縁団体，特定の活動目的のために設立されたボラン

ティア団体，ＮＰＯ法人，地域づくり団体などです。 

 盛岡市では今回，中永井自治会，城南地区地域づくり委員会，（特非）いなほが認定され，合計

で35団体となりました。ここでは，新たに認定された３団体の活動内容を紹介します。 

 地域活性化を図るため，地区住民が主体となり「城南地

区地域づくり計画」を作成し，「古都の雰囲気（風情・賑

わい・文化・心 ）を大事に活かすまちづくり」を目標に活

動を進めています。 

 現在は，城南地区外の市民や旅行客，インターネットで

城南地区の情報を入手した広範囲の人々が城南地区に関心

を持ち，自ら訪れてくれる魅力ある地域づくりを重点と

し，住民一体となって取組を進めています。  
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案内板のＱＲコードからアクセス

し，盛岡弁による動画で各所の紹介

を見て・聞くことができます。 

 新野球場の建設等による新たな賑わいをこれからのまち

づくりに活かしながら，子どもたちの未来につながる活動

として“市民協働でスポーツのまちを盛り上げる『盛岡南

公園おもてなしプロジェクト』”を開始しています。 

 また，ＪＲ岩手飯岡駅西口を中心に，訪れた方々を気持

ちよく迎えられるよう，多様な世代とともに，花壇や沿道

の環境整備を行っています。 

中
永
井
自
治
会 東京オリンピック・パラリンピックカナ

ダチームへ歓迎のビデオレターを送りま

した。  

種まきから収穫まで自分たちで行

い，コミュニティ食堂への食材提供

を行っています。 


